
(;)P R作戦一一海外の学校
“樟固の掌榛”

やが乞日本志ごろ怒る ？！

馬居政幸

全
て
は
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

117•岡大学教綬

「
今
な
お
偶
数
の
伝
統
放
に
教
師
の
権
威

が
高
い
韓
国
の
学
校
で
P
R
と
い
う
発
想
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
」

こ
れ
が
本
誌
の
依
狐
で
品
初
に
浮
か
ん
だ

こ
と
で
あ
る
・

だ
が
そ
れ
が
偏
見
で
あ
る
こ
と
を
、
昨
年

末
に
訪
問
し
た
様
国
の
古
都
、
公
州
市
の
新

月
（
シ
ン
ウ
ォ
ル
）
初
等
学
校
の
林
完
照
校
長

の
次
の
古
来
か
ら
知
、
り
さ
れ
た
。

「
年
に
二
回
、
母
優
秀
の
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
を

つ
く
っ
た
ク
ラ
ス
と
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
淵
田
倒

的
に
折
朋
し
た
子
ど
も
を
表
彰
し
ま
す
．
」

円
以
初
は
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

林
校
長
自
ら
操
作
し
、
説
明
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
見
て
納
得
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ

l
ジ
は
真

ん
中
に
学
校
の
拘
示
板
、
上
部
に
父
母
の
広

問
、
ク
ラ
ス
の
広
局
、
子
ど
も
の
広
場
、
教
師

の
広
旧
制
が
並
び
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
．殺

も
が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き
る
。

川向
示
板
に
は
、
学
校
運
営
委
U
A
E
の
開
似

口
が
参
加
の
勧
め
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い

た
。
各
ク
ラ
ス
の
サ
イ
ト
に
入
る
と
、
短
任
が

苫
い
た
授
業
績
要
が
現
れ
、
親
は
い
つ
で
も

(;)P R作戦（；）特色
付
け
ら
れ
た
・
そ
の
紡
梨
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

俊
業
を
担
任
が
担
当
で
き
、
ど
の
学
校
に
も

ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
双
方
を
高
度
に
操
作
で
き

る
教
仰
が
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
校
の
外
の
変
化
が
こ
れ
ら
を
支
え
た

（
盟
求
し
た
て
駅
や
郵
便
刈
な
ど
の
身
近
な

公
共
施
設
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
機
が
設

位
さ
れ
、

一
時
間
千
ウ
ォ
ン
（
約
百
円
）
以
下

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
数
十
台
並
ん
だ

P
C
パ
ン
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
）
が
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

営
業
さ
れ
る
・
家
庭
へ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

普
及
取
は
九
制
以
上

（
新
月
初
等
学
校
の
貌

の
九
五
%
が
日
常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
）
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
を
泊
じ
た
情
報
公
開
や
新
た

な
交
流
と
学
習
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る．
そ
れ
に
し
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
苦
手
な

教
師
も
い
る
は
ず
と
思
っ
て
い
た
ら
、
実
は

林
校
長
が
そ
の一

人
。
だ
が
I
C
T
を
積
極

的
に

m
mし
な
け
れ
ば
峨
貨
を
巣
た
せ
な
い

と
決
意
し
、
進
ん
で
研
修
に
参
加
さ
れ
た
。
管

別
職
に
車
援
な
の
は
、
向
分
の
能
力
や
好
み

で
舵
取
り
を
過
た
な
い
こ
と
、
と
い
う
の
は
‘

際
犯
で
き
る
．
授
業
の
制
中
川
川
物
や
ク
ラ
ス
の

辿
絡
も
4
1
て
こ
の
サ
イ
ト
で
行
う
．
よ
い
桁

導
策
や
研
修
内
容
は
教
師
の
広
叫
に
公
開
さ

れ
、
全
国
の
教
師
が
活
用
で
き
る
。
親
も
自
分

が
感
動
し
た
本
や
歌
の
感
惣
を
父
母
の
広
場

に
恐
き
込
み
、
そ
れ
ら
が
問
的
や
道
徳
の
教

材
に
使
わ
れ
る
・
進
度
や
削
叫
解
度
に
応
じ
て

前
倒
し
た
多
様
な
教
材
を
担
任
が
サ
イ
ト
に

ス
ト
ッ
ク
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
が
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
取
り
出
し
、
学
習
の
遅
れ
を
補

う
た
め
や
よ
り
高
度
な
学
習
を
行
う
た
め
に

使
用
す
る
（
自
己
主
導
的
学
習
て
も
ち
ろ
ん
、

尚
子
校
や
牧
師
へ
の
意
見
も
訪
き
込
ま
れ
る
。

学
校
の
ホ
l
ム
ペ
！
ジ
は
、
多
織
な
ヒ
ト‘
モ

ノ
、
コ
ト
が
出
会
い
‘
新
た
な
学
び
と
教
え
が

生
ま
れ
る
広
場
で
あ
る
．

日
本
で
は
未
だ
に
作
る
か
ど
う
か
思
案
中

の
苧
校
も
あ
る
と
聞
く
が
、
締
国
で
は
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
を
活
用
し
た
学
習
が
、
ど
こ
の
や

校
も
教
育
計
画
の
重
要
テ
ー
マ
．
全
同
各
地

の
モ
デ
ル
校
で
、
線
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
必
然
と
し
て
、
学
校
が
ど
の
よ

う
な
教
育
を
行
い
、
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に

育
っ
か
を
、
誰
も
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
最

高
の

P
R
の
広
場
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

線
国
も
同
じ
で
あ
る
・

教
材
開
発
と
巨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

も
う
一
つ
I
C
T
祈
動
以
大
の
基
般
が
あ

る
．
教
材
開
発
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で

あ
る
。

K
R
I
B
E
T
（
純
国
教
育
学
術
情
報

院）
は
I
C
T教
材
の
開
発
に
取
り
組
み
、そ

の
成
果
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
学
習
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
形
式
で
ビ
デ
オ
や
C
D
に
収
め
る

一
方

で、

W
E
B
上
に
公
開
し
た
．
教
n以
後
成
系
大

学
や
研
究
機
関
あ
る
い
は
広
域
市

・
道
の
教

育
庁
や
地
域
教
育
庁
（
市
、
都
、
区
）
で
も
開

発
を
進
め
、
全
国
の
教
怖
が
利
川
で
き
る
よ

う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
。

教
師
の
側
も
積
極
的
に
活
用
し
、
優
れ
た

実
践
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
提
供
す
る
。
ま
た
、

教
議
で
の
悶
別
化
学
問
や
家
胞
で
の
向
己
主

将
的
学
習
の
た
め
の
資
料
と
し
て
改
良
し
、

ク
ラ
ス
の
サ
イ
ト
に
ス
ト
ッ
ク
す
る
。
そ
れ

を
子
ど
も
が
自
由
に
利
用
で
さ
る
こ
と
は
先

に
紹
介
し
た
。

I
C
γ
活
動
の
鉱
大
が
新
た

な
実
践
方
法
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
あ
る
・

ち
な
み
に
新
月
初
等
学
校
の
経
営
件
（
教

育
計
岨
）の
I
C
T
教
育
の
欄
に
は
、①
情
報

の

m
－Mと
倫
列
勺
＠
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
必
破
、
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な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
か
．
川

家
戦
断
と
し
て
柿
築
し
た
1
T
（
情
報
技
術
）

化
と
そ
の
教
育
版
の

I
C
T
（
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
前
動
の
成
果
で
あ
る
。

危
機
は
施
換
の
信
機

純
国
は
九
七
か
ら
九
八
年
に
か
け
函
家
経

箭
が
舷
綻
す
る
危
機
に
陥
っ
た
。
そ
の
克
服

を
l
T
化
に
託
す
こ
と
を
政
府
は
決
断
し
た
・

そ
れ
も
産
業
仮
興
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
格
制

だ
け
で
は
な
い
。
人
の
あ
り
カ
す
な
わ
ち
教

育
改
革
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
教
育
郎
は

O

一
作
皮
ま
で
に
l
C
寸
前

mを
全
国
以
業
の
三

測
に
広
げ
る
こ
と
を
口
燃
に
、初
等
学
校
‘小

学
校
、
高
等
学
校
の
全
教
員
に
ノ
l
ト
パ
ソ

コ
ン
を
配
布
し
、

I
C
T
活
用
に
関
す
る
教

員
研
修
（
段
低
六

0
時
川
）
を
義
務
付
け
た
。

お
ま
け
に
、
そ
の
紡
川
市
を
評
価
（
数
航
化
）
し
、

昇
進
シ
ス
テ
ム
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
・

私
の
澗
査
で
は
一
二

0
時
間
以
上
研
修
を

受
け
、
肉
質
で
資
絡
を
獲
得
す
る
教
師
も
多

い
（
こ
れ
も
評
価
の
対
象
）
．
反
而
、適
応
で
き

ず
（
特
に
高
齢
者
）
退
験
し
た
者
も
い
た
。
管

理
職
も
例
外
で
な
い
。
別
枠
で
研
修
を
義
務

③
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
活
用、

＠
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
通
信
、
⑤
総
合
活
動
と
い
う
五
種
の
領
域

に
お
い
て
、
教
育
内
容
と
実
践
方
法
が
学
年

と
教
科
の
単
位
で
列
記
さ
れ
て
い
る
・
特
に

①
を
重
視
し
、
ネ
チ
ケ
ッ
ト
数
作
を
川

一
同

全
学
年
に
‘
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
中
湾
検

査
及
び
予
防
指
導
を
四
年
以
上
に
年
二
回
実

施
す
る
・

リ
ス
ク
を
承
知
で
先
に
進
も
う
と

す
る
意
思
が
税
み
取
れ
る
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
た
サ
イ
ト
は

バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
の
開
放
に
止
ま
ら
ず
、

学
校
と
子
ど
も
や
親
の
リ
ア
ル
な
関
係
の
変

化
を
生
む
．
P
R
の
意
図
が
な
く
と
も
、
結
果

と
し
て
学
校
は
ま
る
棋
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
変
化
が

O
二
年
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
熱
狂
や
大
統
領
選
挙
の
予
怨
外
の

結
果
の
源
。
今
中
向
を
含
む
京
ア
ジ
ア
全
体

に
広
が
る
・

日
本
は
ど
う
か
。
学
校
の
み
別
世
界
に
い

な
い
か
。

リ
ス
ク
放
に
決
断
で
き
な
い
方
は

忽
像
し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
ど

こ
で
誰
と
舵
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
・

そ
し
て
問
い
直
し
て
ほ
し
い
。
学
校
が
誰
の

た
め
に
あ
る
か
を
。
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『
学
校
経
営
に
お
け
る
情
報
戦
略
』
と
い
う
発
想
の
是
非

・

一
以
設
正
明

・
佐
竹

勝
利

・
民
間

英
夫

や

が

て

日

本

も

と

う

な

る

刊

海

外

の

学

桟

の

P
R
作
戦

イ
ギ
リ
ス
の
学
枝
の
P
R
作
戦
の
特
色
・
・

・

・

・

・
：

田

中

博

之

8

ア
メ
リ
カ
の
学
校
の
P
R
作
戦
の
特
色
・
・

・
：

・

・

・・

小
野
由
美
子
川

韓
国
の
学
校
の
P
R
作
戦
の
特
色
・

・
・：

j

i

－

－

－

・

・・

馬

居

政

幸

は

一日．，
 

特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解
を
高
め
る
ア
ピ
ー
ル
と
は

矢

口

英

明

川

経

営

目

標

の

数

値

化

へ
の
理
解
を
高
め
る
ア
ピ
ー

ル

と

は

石

黒

雅

明

同

二

学

期

制

へ

の

理

解

を

高

め

る

ア

ピ

ー

ル

と

は

相

沢

陽

一

同

習

熟

慮

別

少

人

数

指

導

へ

の

理

解
を
高
め
る
ア
ピ
ー

ル

と

は

浦

野

卓
三
却

総
合
の
全
体
計
画
へ
の
理
解
を
高
め
る
ア
ピ
ー
ル
と
は

・
・
・
：
・
五
島
由
美
子
山

小

学

校

英

語

へ
の
理
解
を
高
め
る
ア
ピ
ー
ル
と
は

・

安

住

順

一

引

絶

対

評

価

の

遇

知

表

へ

の

理

解

を

高

め

る

ア

ピ

ー

ル

と

は

陣

川

桂
三
部

危

機

管

理

へ

の

理

解

を

高

め

る

ア

ピ

ー

ル

と

は

字

佐

美

博

子

お

判
明
四
］
で
す
る
学
校
イ
メ
ー
ジ
U
P
の
戦
略

両

閣

閣

団

四

回

で

す

る

学

校

イ

メ

ー

ジ

U

P

の

戦

略

安

富

岡

閣

四

四

巴

で

す

る

学

校

イ

メ

ー

ジ

U

P

の

戦

略

鹿

川

嗣

出

で

す

る

学

校

イ

メ

ー

ジ

U

P

の

戦

略

岩

月

憲
一
叩

篤

泣

実

剖

照
久
目

同

糊

四

四

回

で

す

る

学

枝

イ

メ

l
ぃ

y
u
p
の

戦

略

大

森
は
な
子
持

層

鷹

峰

瞳

で

す

る

学

校

イ

メ

l
ぃ

y
u
p
の

戦

略

佐

藤

紀

之

刊

同
四
閣
間
四
四
航
閣
ズ
附
品
四
贋
剛
直
川
働
明
司一

わ
が
校
の
特
色
を
等
身
大
で
説
明
す
る
こ
と

U
到
ア
引
川
川
川
リ
リ
丸
町
則
↓
川

「
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」
と
は
？

l
成
功
例
は
ほ
と
ん
ど
な
し
｜
－
j

i
－－：：・
j
i
－
－
：
：
：
岡
本
薫
判

ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
文
部
科
学
省
j
i
－－j
i
－－j
j
i

－－：：：：・：：：：：
j

i
－－：：
：：

山
よ
浩
二
郎
刊

あ
の
時
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て

H

学
校
世
論
の
涜
れ
H

を
蜜
え
た
か

男
女
混
合
名
簿
・
さ
ん
付
け
廃
止
・
：
：：：

j

j
i
－－－
j

i
－－・：：：

j
i
－－j
i
－
－
：
長
谷
川
清
長
同

地
織
連
携
か
ら
産
学
融
合
へ
－
j

i
－－－
j
i
－－・：
j
i
－－：：：：：

j
J
I
－－：：：
j

j

i
－
－
：
江
幡
淳

叩

人
間
力
を
宵
む
学
校
か
ら
の
発
信
：
：j
i
－－－j
i

－－：：
i
l
i
－－：
j
i
－－：

j

i
－－員
ノ

瀬

滋

日

教
職
員
。
か
す
る
H私
の
学
級
の
イ
メ
ー
ジ
H
U
P
作
戦

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
取
り
組
み
で
学
力
定
着
を
ア
ピ
ー
ル
！
：
：
・
：
：
島
原
洋

引

学
級
通
信
で
教
師
の
意
気
込
み
・
必
遠
目
慌
を
さ
ら
け
出
し
、
自
分
を
が
け
っ
ぷ
ち
に
追
い
こ

む

：

根

本

直

樹

同

学
級
で
の
取
り
組
み
を
保
護
者
に
積
極
的
に
伝
え
て
信
頼
を
得
る
：
：
・
：
：
E

E
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松
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ハ
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2
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期
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刊
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・
大
風
秀
康
郎

・
・
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E
・
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語
導
入
の
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ー
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ン
グ
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は
組
め
ら
れ
た
：
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森
修
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A
D
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子
の
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と
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と
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考
え
る
回
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過
副
聞
な
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H
D
関
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報
と
ど
う
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う
か
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西
仁
・
機
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浩
之
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み
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畑
重
量
制
改
訂
へ
の
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－
－
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階
玲
台
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表紙2・グラビア 1

教育謂境の工夫で学校の元気をつくる由 北海道札幌市立有明小学校長田山雄三
グラビア2・扉

わが校のHP自慢血 市原浩

（－：）；手f{fイラ スト｝何本前11＼－＂・ I/11-<1 ・＇／－

子葉県木更連帯立太田中学枝

山上浩二郎

中／／／；美穂子

色4

親の自・教師の毘・記者の自一教育界の問題点に迫るE
表紙3・4

学校でする動物との触れ合いー猷医師の鐙雪国

｛研究会案内〉


